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大
屋
戸
に
あ
る
杉す

ぎ
た
に谷

神
社
は
、

神
社
に
伝
わ
る
経
典
（
平
安
時
代

末
期
の
書
写
と
さ
れ
る
）
か
ら
、

平
安
時
代
後
期
に
は
創
建
さ
れ
、

当
時
、
大
屋
戸
を
本
拠
と
し
た
名

張
郡
の
豪
族
大
江
氏
と
関
係
の
深

い
神
社
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
社
の
本
殿
は
、
16
世
紀
後
半

の
「
天て

ん
し
ょ
う正

の
兵へ

い
か火

」
に
み
ま
わ
れ

ま
し
た
が
、
神
社
の
棟む

な
ふ
だ札

（
建
物

の
創
建
や
修
理
の
内
容
を
記
し
た

木
札
）
か
ら
慶
長
17
年
（
１
６
１
２

年
）
に
は
再
建
さ
れ
、
現
在
の
建

物
は
宝
永
元
年
（
１
７
０
４
年
）

に
建
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

建
物
の
造
り
は
、
桃
山
様
式
を

象
徴
し
て
お
り
、
昭
和
35
年
５
月

に
は
、
三
重
県
指
定
有
形
文
化
財

（
建
造
物
）
に
指
定
。
市
内
の
建
造

物
で
は
唯
一
、
指
定
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
経
年
の
劣
化
に
よ
り

極
彩
色
は
全
体
的
に
退
色
し
、
建

物
も
部
分
的
に
傷
み
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
の
式
年
造

営
に
あ
た
っ
て
、
令
和
元
年
度
か

ら
４
年
に
わ
た
り
保
存
事
業
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

保
存
事
業
は
、主
に
「
建
物
調
査
」

と「
彩さ

い
し
き色

調
査
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

建
物
調
査
で
は
、
建
物
そ
の
も
の

の
傷
み
具
合
を
調
べ
る
と
と
も
に
、

建
物
を
細
部
ま
で
図
化
。
現
存
す

る
状
態
を
後
世
ま
で
伝
え
る
た
め
、

保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
記
録
図

面
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
本
殿
の

保
存
は
、
損
傷
し
や
す
い
縁え

ん
い
た板

を

補
強
し
、
さ
ら
に
、
湿
気
か
ら
守

る
た
め
、
本
殿
の
周
囲
に
排
水
溝

を
設
置
す
る
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

彩
色
調
査
で
は
、
現
状
で
は
見

え
に
く
く
な
っ
て
い
る
建
物
に
描

か
れ
た
絵
の
色
や
文
様
が
、
大
き

く
塗
り
直
さ
れ
て
お
り
４
層
あ
る

こ
と
が
判
明
。
た
だ
、
４
層
あ
る

彩
色
の
う
ち
１
層
目
や
２
層
目
は
、

確
認
で
き
る
塗
料
の
残
り
が
少
な

い
た
め
、
文
様
な
ど
が
判
明
し
な

い
部
分
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
後
期
に
施
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
３
層
目
と
、
明
治
時
代
に

施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
４
層
目

な
ど
と
合
わ
せ
て
、
使
用
さ
れ
て

い
る
顔
料
な
ど
を
分
析
し
、
彩
色

の
復
原
図
が
完
成
。
復
原
図
上
に
、

当
時
の
色
鮮
や
か
な
色
彩
が
蘇
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
殿
に
施
さ
れ

て
い
る
彫
刻
は
豪
華
な
も
の
で
あ

り
、
彩
色
は
江
戸
時
代
の
当
時
の

手
本
と
い
え
る
典
型
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
も
、
一
連
の
調
査
に
よ

っ
て
判
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
保
存
事
業
の
記

録
は
、
新
た
に
神
社
の
棟
札
に
加

え
ら
れ
ま
す
。
古
来
よ
り
本
殿
の

修
繕
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
中
で
、

当
時
の
一
流
絵
師
や
大
工
な
ど
の

職
人
が
、
広
く
京
都
や
江
戸
か
ら

呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
本
殿
が
修

繕
さ
れ
て
き
た
歴
史
や
修
繕
に
関

わ
っ
た
当
時
の
人
た
ち
の
技
を
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
っ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
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彩色復原作業の様子
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地域 地域 がもっと、おもしろくなる！

vol .16

暮らしが豊かになっていくような、わくわく・
おもしろい地域の取組をピックアップ！

ドローンで焼き付ける。ふるさとの１ページ

古文献を現代ことばに
「名張古文書研究講座」

日時　毎月第1日曜日 午後1時30分～4時
場所　図書館2階視聴覚室
年会費　3,000円　　定員  若干名 ※先着順
申込期間　3月1日水～31日金
◎申込方法など詳しくは、問合先へ

 名張古文書研究会（内田）　
　  090‐8575‐7758

名張・伊賀の歴史を学ぶ
「名張歴史読書講座」

日時　毎月第2金曜日 午前10時～正午
場所　図書館2階視聴覚室
年会費　4,000円　　定員  40人 ※先着順
申込期間　3月1日水～4月7日金
◎申込方法など詳しくは、問合先へ

 名張歴史読書会（高見）
　  090‐9193‐6359

起業や創業に関心のある人へ
「創業セミナー」を開催

日時　3月4日土 午後1時～5時
場所　ハイトピア伊賀 3階（伊賀市）
講演　▶「創業するまでに知っておくこと」
　講師　横山 博

ひろあき

昭さん（中小企業診断士）
▶創業者の特別講演
　講師　北川 佳

よしゆき

幸さん（洋菓子店 Patissere 
Reve（パティスリーレーヴ） 店主）

◎講演会のほか交流会も予定しています。
対象者　県内で創業に興味のある人
定員　15人　※先着順、参加無料
申込　2月24日金までに問合先へ

 三重県信用保証協会 企業支援部創業支援課
　  059‐229‐6060　  059‐229‐6344
　 so-gyo@cgc-mie.or.jp

̂
̂

名張市・伊賀市
合同企業説明会【申込不要】

日時　3月10日金 
　▼第1部…午前9時30分～午後0時30分
　▼第2部…午後1時30分～午後4時30分
　▼求職者向けマイナビ講座
　　…午後0時40分～1時20分
場所　上野フレックスホテル 2階（伊賀市）
対象者　大学・短大・専門学校卒業予定者、転
職希望者や未就職者

内容　第１・2部…企業説明会（各30社）、求
職者向けマイナビ講座…エントリーシート対
策講座、面接対策講座など　

 上野商工会議所　  21‐0527

美旗小学校が昨年 10月、創立 150周年を
迎えました。学校図書館の整備や屋外ト

イレの改修などの周年事業が進められた中、こ
の記念すべき 1ページを地域のみんなの心に
焼き付けるべく登場したのがドローンでした。
　空撮にひと肌脱いだのが、卒業生で、ドロー
ン教習も担うなばり自動車学校社長の中島康
介さんと専務の浩司さん。教職員約 30人と全
校児童 346 人に加えて、「開校 150 周年を祝
おう」と近隣住民約 50人が集合し、思い出の
詰まった校舎や故郷の風景をバックに、大き
な「150」の人文字を現しました。
　周年事業 実行委員長の田中耕造さんは、「こ
の写真を見るたびに学校やふるさとを思い出

してもらえれば。これからもずっと美旗に関
わり続けてくれたら嬉しいね」と、笑顔をみ
せてくれました。

在校生・卒業生など約 430人による「150」の人文字
上空からドローンでパシャリ（写真提供：なばり自動車学校）

杉
谷
神
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杉
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色
復
原
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完
成


